
『
満
済
准
后
日
記
』
―
―
―
応
永
十
八
年
以
前
考

1

『
満
済
准
后
日
記
』
の
次
の
箇
所
に
注
目
し
た
い
。
将
軍
が
満
済
を
ど
の
よ
う
に
処
遇
し
て
い
た
の
か
、
当
時
の
様
子
が
窺
わ
れ
る

一
行
で
あ
る
。

（
略
）
就
宝
鏡
寺
地
事
被
仰
管
領
子
細
在
之
、
山
門
事
等
為
申
可
有
来
臨
之
由
申
遣
了
、
管
領
来
之
間
両
條
申
了
（
略
）（
永
享
五

年
八
月
二
十
九
日
条
）

右
の
記
述
に
つ
い
て
大
略
説
明
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
満
済
の
と
こ
ろ
へ
室
町
殿
（
義
教
）
よ
り
仰
せ
が
あ
っ
た
。
宝
鏡
寺
地

の
こ
と
に
つ
い
て
管
領
に
子
細
を
聞
き
た
い
と
い
う
。
ま
た
、
山
門
の
こ
と
に
つ
い
て
も
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
る
の
で
来
臨
し
て
ほ
し

い
と
、
管
領
に
使
い
を
遣
っ
た
と
こ
ろ
、（
早
速
）
や
っ
て
来
た
の
で
、
前
記
二
つ
の
こ
と
を
満
済
か
ら
申
伝
え
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
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簡
単
に
記
さ
れ
た
一
行
で
あ
る
が
、
満
済
の
立
場
を
理
解
す
る
上
に
十
分
な
書
き
様
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
法
身
院
（
満
済
）
へ
管
領
細
川
持
之
の
来
臨
を
要
請
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
、
こ
の
記
述
か
ら
満
済
が
将
軍
の
仰
せ
を
取

次
ぎ
管
領
に
口
頭
で
伝
達
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
幕
府
の
政
務
機
関
中
、
ト
ッ
プ
に
位
置
す
る
管
領
に
将
軍
の
意
向
を
満
済
が
伝
え

る
、
こ
う
い
っ
た
様
子
は
日
記
の
処
々
に
知
見
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
将
軍
と
直
接
対
話
し
て
い
る
の
は
、
管
領
で
は
な
く
僧
侶
の
満
済

で
あ
る
。
こ
の
状
況
は
、
明
ら
か
に
内
々
の
儀
に
お
け
る
「
黒
衣
の
宰
相
」
で
あ
る（
１
）。

満
済
は
、
義
満
・
義
持
・
義
教
の
三
代
の
将
軍
に
仕
え
、
ど
の
治
世
に
お
い
て
も
抜
群
の
信
頼
を
得
た
人
物
だ
が
、
他
に
も
有
能
な

朋
輩
が
出
仕
す
る
中
に
あ
っ
て
、
な
ぜ
、
彼
に
の
み
、
生
涯
そ
の
よ
う
な
人
生
が
用
意
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
客
観
的
理
由
の
一

つ
に
彼
が
二
条
家
庶
流
の
出
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

抑
々
、
満
済
を
最
初
に
見
出
し
た
の
は
義
満
で
あ
る
。
義
満
自
身
は
、
誕
生
の
瞬
間
よ
り
将
軍
位
が
約
束
さ
れ
た
人
物
で
あ
り
、
そ

の
政
権
は
公
家
社
会
へ
の
君
臨
を
も
め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
当
時
最
高
の
文
化
人
と
称
さ
れ
た
二
条
良
基
に
師
事
し
、

故
実
の
世
界
に
自
分
を
正
確
に
位
置
付
け
る
努
力
を
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
武
家
の
棟
梁
は
、
か
つ
て
前
例
を
見
な
い
ほ
ど
の
官
位

を
進
め
、
廷
臣
ら
の
上
に
君
臨
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
若
い
義
満
が
こ
こ
ま
で
強
力
に
足
利
政
権
の
伸
長
を
押
進
め
る
こ

と
が
で
き
た
背
後
に
は
、
室
町
幕
府
を
支
え
て
い
た
当
時
の
幕
府
首
脳
陣
に
、
強
い
将
軍
の
登
場
を
願
う
気
運
が
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え

る
が
、
同
時
に
、
公
家
側
に
も
同
様
な
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
将
軍
義
満
の
公
家
化
を
支
援
し
た
の
は
、
朝
廷
側
の
重

鎮
二
条
良
基
に
他
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
満
済
の
生
家
「
今
小
路
家
」
は
、
摂
家
二
条
家
に
繋
が
る
家
系
で
あ
る
。
満
済
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
中
で
、
こ
の

点
が
何
よ
り
も
義
満
を
満
足
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
管
見
の
限
り
で
、
満
済
の
生
家
「
今
小
路
家
」
の
系
図
を
作
成
す
る
と
後

述
の
「
系
図
Ⅰ
」
の
よ
う
に
な
る
。『
尊
卑
分
脈
』
等
先
行
の
系
図
や
文
献（
２
）と
は
多
少
異
な
る
の
で
、
こ
れ
に
説
明
を
加
え
た
い
。

最
初
に
「
今
小
路
」
と
号
し
た
の
は
、
二
条
良
基
の
伯
父
良
冬
で
あ
る
。
良
冬
は
歌
会
等（
３
）で
良
基
と
同
席
し
知
己
を
得
、
さ
ら
に
、

良
基
が
関
白
の
任
に
あ
る
時
期
に
、
権
大
納
言
に
昇
進
し
て
い
る
な
ど
、
両
者
の
交
流
は
深
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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系図Ⅱ　今小路  

師
冬 

 

号
今
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路 
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冬 
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納
言 
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早
世 

 

僧
正
三
宝
院 

満
済 

 

権
中
納
言 

満
冬 

参
議
中
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早
世 

「
今
小
路
」
は
、
そ
の
邸
宅
が
存
在
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
地
名
と
思
わ
れ
、
京
都
上
京
区
辺
り
に（
４
）も
と
め
る
の
が
妥
当
と
推
定
し

た
。
こ
の
家
の
官
途
は
権
大
納
言
・
権
中
納
言
で
、「
冬
」
が
通
字
に
な
っ
て
い
る
。
良
冬
を
初
代
と
し
て
、
基
冬
・
師
冬
・
満
冬
・

持
冬
・
成
冬
と
六
代
ま
で
わ
か
っ
て
い
る
が
、
管
見
の
限
り
、
嫡
子
以
外
の
男
子
は
す
べ
て
僧
籍
に
入
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、『
満
済
准
后
日
記
』
や
『
大
日
本
史
料
』
七
巻
に
よ
る
と
、
満
済
の
実
父
は
基
冬
で
、
実
母
は
出
雲
路
殿
に
な
る
。
し

か
し
、
不
思
議
な
の
は
、『
尊
卑
分
脈
』（
５
）に
あ
る
記
載
で
あ
る
（
系
図
Ⅱ
）。
満
済
は
、
師
冬
息
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
『
尊
卑
分

脈
』
は
、
周
知
の
ご
と
く
洞
院
公
定
に
よ
っ
て
、
永
和
二
年
（
一
三
七
六
）
に
編
ま
れ
た
も
の
で
、
満
済
の
誕
生
は
こ
れ
よ
り
後
に
な

る
か
ら
、
公
定
作
成
の
原
本
に
は
、
満
済
の
記
載
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

公
定
没
後
は
、
甘
露
寺
親
長
、
三
條
西
実
隆
、
中
御
門
宣
胤
ら
に
よ
っ
て
増
補
、
書
写
さ
れ
今
に
至
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
こ
こ
に
大

き
な
疑
問
点
が
残
る
。
つ
ま
り
、
満
済
死
後
、
幾
許
も
な
い
時
期
に
補
填
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
、
日
記
の

事
実
と
『
尊
卑
分
脈
』
の
記
載
は
異
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
特
に
編
者
の
一
人
甘
露
寺
親
長
は
、
同
じ
頃
に
書
か
れ
た
『
看
聞
御

記
』
中
に
も
登
場
す
る
人
物
で
あ
り
、
満
済
生
前
の
威
勢
を
伝
聞
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
敢
え
て
師
冬
息
と
し
た
の
に
は
、
そ
れ

な
り
の
理
由
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
推
察
さ
れ
る
。

実
父
基
冬
が
満
済
六
歳
の
時
没
し
、
幼
少
の
た
め
兄
に
育
て
ら
れ
た
と
す

る
説
も
あ
る
が
、
実
母
は
生
存
し
て
い
た
し
、
妹
も
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
推

し
て
、
こ
の
系
図
に
は
意
図
的
な
も
の
を
感
じ
る
。
案
ず
る
に
、
義
満
・
良

基
・
満
済
ら
三
者
の
関
係
の
中
か
ら
考
え
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
満
済
が
義
満
の
目
に
留
ま
っ
た
の
は
、
義
満
室
業
子
に
伺
候
し

て
い
た
師
冬
室
白
川
殿
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
白
川
殿
は
聖

護
院
坊
官
源
意
の
女
で
あ
る
。
こ
の
一
流
は
藤
姓
魚
名
流
源
基
を
祖
と
し

「
号
今
大
路
」
と
あ
る
。
こ
の
家
の
系
図
中
、
白
川
殿
の
説
明
が
圧
倒
的
に
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系図 　二条 今小路 略系図 北家摂関流二条庶流  
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五
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世 
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冬 
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子 
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多
い
の
も
特
徴
的
で
あ
り
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

女
子
号
白
川
殿

室
町
殿
（
源
義
満
）
御
台
御
方
従
一
位
（
藤
）
業
子
伺
候

今
小
路
一
品
室

従
一
（
藤
）
師
冬
卿
室

権
中

「
系
図
」
付
記

二
条
良
基

「
文
和
三
年
関
白
従
一
位
二
条
良
基
三
十
五
歳
」（『
公
卿
補
任
』）、

「
嘉
慶
二
年
六
月
十
三
日
卯
刻
薨
六
十
九
歳

翌
十
四
日
葬
送
嵯
峨
中
院
、
土
葬
」（『
諸
家
伝
』）

今
小
路
良
冬
「
文
和
三
年
、
権
大
納
言
従
二
位
三
十
五
歳
」（『
公
卿
補
任
』）
と
あ
る
か
ら
、
良
基
と
良
冬
は
同
年
齢
に
な
る
。

応
安
三
年
六
月
従
一
位
、
出
家
五
十
一
歳
。

今
小
路
基
冬
「
永
徳
二
年
十
一
月
廿
二
日
没
四
十
二
歳
」（『
公
卿
補
任
』）、
満
済
六
歳
の
時
死
別
。

今
小
路
師
冬

満
冬
、
満
済
の
父
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
（『
尊
卑
文
脈
』）

今
小
路
満
冬

従
二
位
権
中
納
言
、
参
議
中
将
、
早
世
（『
尊
卑
文
脈
』）。「
今
小
路
宰
相
中
将
満
冬
」
と
あ
る
（『
看
聞
日
記
』

応
永
十
五
年
三
月
八
日
条
「
別
記
行
幸
事
」。

今
小
路
持
冬

永
享
四
年
非
参
議
従
三
位
、
同
八
年
薨
権
中
納
言
従
三
位
（『
公
卿
補
任
』）、
正
長
二
年
か
ら
永
享
六
年
に
か
け

て
の
持
冬
書
状
断
簡
あ
り
（『
醍
醐
寺
文
書
別
集
』
一
〜
三
）。

出
雲
寺
殿

出
雲
路
殿
入
滅
申
末
刻
春
秋
七
十
二
歳
（『
常
楽
記
』、『
満
済
准
后
日
記
』
応
永
二
十
六
年
六
月
四
日
条
）
生
前

は
「
出
雲
路
殿
」、
没
後
は
「
静
雲
院
」
と
し
て
日
記
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

西
輪
寺
尼

予
妹
尼
衆
西
輪
寺
長
老
申
終
入
滅
四
十
八
歳
（『
満
済
准
后
日
記
』
応
永
三
十
四
年
二
月
十
三
日
条
）。

応
永
三
十
三
年
「
満
済
書
状
土
代
」
断
簡
に
、
西
輪
寺
殿
と
し
て
記
入
あ
り
（『
醍
醐
寺
文
書
別
集
』
一
。

春
林
周
藤

藤
西
堂
、
相
国
寺
長
老
と
し
て
登
場
す
る
人
物
（『
満
済
准
后
日
記
』）、
自
筆
書
状
断
簡
中
に
「
静
雲

周
藤
」

の
自
署
が
残
る
、
満
済
に
近
い
人
物
と
考
え
ら
れ
満
済
弟
の
可
能
性
が
高
い
（『
醍
醐
寺
文
書
別
集
』
２
、
鹿
苑

僧
録
、
寛
正
四
年
正
月
六
日
没
。『
相
国
寺
史
料
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
七
年
）。
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納
言
満
冬
卿
母（
６
）。

と
あ
る
。
ま
た
、
彼
女
の
父
帥
法
印
源
意
は
歌
人
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
和
歌
会
を
通
じ
て
そ
の
娘
が
将
軍
御
台
に
仕
え
る
チ

ャ
ン
ス
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
に
か
く
、
満
冬
の
母
白
川
殿
は
こ
の
家
系
中
最
高
の
出
世
頭
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
な
書
き
様
で
あ
る
。

実
際
、
業
子
が
義
満
室
に
な
る
や
、
実
家
の
日
野
家
は
固
よ
り
、
乳
母
・
家
人
・
番
匠
に
至
る
ま
で
奢
っ
た
と
い
う
。
業
子
伺
候
の

白
川
殿
の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
白
川
殿
の
夫
従
一
位
権
大
納
言
師
冬
卿
は
、『
満
済
准
后
日
記
』
応
永
二
十
年
（
一
四
一
三
）
十
月
二
十
五
日
条
に
見

え
る
「
故
今
小
路
一
品
第
三
廻
」
と
あ
る
人
物
と
思
え
る
。
こ
の
記
述
に
よ
り
、
満
済
三
十
六
歳
の
時
、
兄
師
冬
の
三
回
忌
の
法
要
を

行
な
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

満
済
自
身
は
師
冬
に
つ
い
て
、
父
あ
る
い
は
兄
等
と
は
ま
っ
た
く
記
し
て
い
な
い
が
、『
三
宝
院
列
祖
次
第
』（
７
）に
は
、
満
済
に
つ

い
て
、「
儀
同
三
司
今
小
路
師
冬
公
息
、
将
軍
義
満
公
猶
子
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
満
済
が
初
め
て
将
軍
義
満
に
伺
候
し
た
時
に
は

既
に
父
は
亡
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
実
父
基
冬
と
出
雲
路
殿
の
息
と
す
る
よ
り
、
師
冬
と
白
川
殿
の
息
と
し
た
ほ
う
が
「
権
威
」
の
面
か

ら
考
え
て
、
よ
り
義
満
に
近
く
な
る
と
考
え
た
結
果
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、『
尊
卑
文
脈
』
は
、
満
冬
と
満
済
を
兄
弟
と
し
て
併
記
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
あ
る
「
満
」
の
一
字
は
、
将
軍
義
満
か
ら
の

偏
諱
と
思
わ
れ
る
。
義
満
か
ら
一
字
拝
領
に
よ
り
満
済
と
は
、
親
子
の
関
係
を
擬
制
し
、
満
冬
と
は
主
従
関
係
（
兼
参
）
を
強
化
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
系
図
Ⅰ
」
に
掲
載
し
て
い
る
西
輪
寺
尼
と
春
林
周
藤
は
、
満
済
の
日
記
講
読
か
ら
得
た
も
の
で
あ
る
が
、
出
雲
路
殿
を
母
と
す
る

満
済
の
弟
妹
と
思
わ
れ
る
。
日
記
に
は
、
満
済
が
母
と
妹
を
訪
ね
る
様
子
も
記
さ
れ
、
人
の
情
を
感
じ
さ
せ
る
場
面
も
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
同
じ
よ
う
に
母
・
妹
を
訪
ね
た
と
さ
れ
る
源
信
や
弘
法
大
師
の
挿
話
を
思
い
出
さ
せ
る
一
面
で
あ
る
。
妹
の
尼
は
西
輪
寺
長

老
に
な
り
、
応
永
三
十
四
年
（
一
四
二
七
）、
兄
満
済
に
先
立
ち
四
十
八
歳
で
入
滅
し
て
い
る
が
、
生
涯
仏
門
で
過
ご
し
た
女
性
と
推
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測
さ
れ
る
。

弟
の
春
林
周
藤
（
相
国
寺
長
老
）
は
、
禅
僧
、
画
家
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
寛
正
四
年
（
一
四
六
三
）
正
月
六
日
没
し
て
い
る
。
日
記

に
は
、
崇
寿
院
、
大
智
院
、
景
嵩
和
尚
、
藤
西
堂
等
と
記
さ
れ
登
場
す
る
が
、
満
済
実
弟
に
比
定
し
て
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
日

記
の
中
で
、
弟
周
藤
に
つ
い
て
は
、
相
国
寺
長
老
就
任
を
喜
ぶ
記
事
が
多
い
。
永
享
二
年
（
一
四
三
〇
）
八
月
十
日
の
相
国
寺
入
院
に

際
し
、
公
方
（
義
教
）
の
臨
席
が
あ
っ
た
の
は
弟
の
と
き
が
初
め
て
と
態
々
記
し
て
い
る
（
同
年
八
月
十
六
日
条
）。
満
済
ほ
ど
の
人
物

で
も
結
構
嬉
し
そ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
出
雲
路
殿
所
生
の
子
女
は
全
員
僧
籍
で
、
世
俗
の
利
害
関
係
と
は
無
縁
で
あ
っ
た
。

2

中
世
儀
礼
社
会
に
お
い
て
、
武
家
の
権
力
を
朝
廷
内
に
及
ぼ
す
に
は
、
摂
関
家
に
伝
わ
る
有
職
故
実
を
習
得
す
る
こ
と
が
先
決
で
あ

っ
た
。
義
満
は
十
歳
で
家
督
を
継
承
し
、
武
家
の
作
法
は
細
川
頼
之
か
ら
、
公
家
の
作
法
は
二
条
良
基
か
ら
学
ん
だ
。
義
満
は
、
永
和

四
年
（
一
三
七
八
）
三
月
、
二
十
一
歳
の
時
、
権
大
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
父
祖
の
極
官
に
達
し
、
さ
ら
に
、
右
近
衛
大
将
、
右
馬
寮
御
監

に
も
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
官
位
昇
進
に
は
就
任
披
露
の
儀
式
（
拝
賀
）
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
慣
わ
し
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
良
基
へ
の
接
近
が
必
要
不
可
欠
に
な
り
、
同
年
十
月
四
日
、
三
宝
院
（
光
済
僧
正
）
で
両
者
は
初
め
て
対
面
し
た（
８
）。
以
後

義
満
は
良
基
に
公
家
の
制
度
や
文
化
を
伝
授
さ
れ
心
酔
し
て
い
っ
た
。

さ
て
、
既
述
し
た
如
く
、
武
家
の
棟
梁
義
満
の
公
家
化
を
教
授
し
た
の
は
公
卿
の
ト
ッ
プ
良
基
で
あ
り
、
結
果
に
お
い
て
、
武
家
の

権
力
を
朝
廷
内
に
進
出
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
見
矛
盾
と
も
と
れ
る
こ
の
二
条
良
基
の
行
動
を
如
何
に
解
釈
す
べ
き
か
。
こ
れ
を

新
興
権
力
へ
の
追
従
と
と
る
か
、
あ
る
い
は
ま
た
、
他
の
摂
関
家
に
対
す
る
優
越
性
を
義
満
と
の
縁
に
よ
っ
て
再
構
築
し
よ
う
と
し
た

と
と
る
べ
き
か
。
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右
の
よ
う
な
見
方
は
、
単
に
二
条
家
と
い
う
家
の
立
場
の
み
考
え
た
場
合
で
あ
る
。
実
際
、
良
基
親
子
は
権
力
者
義
満
の
近
く
に
あ

っ
て
、
摂
関
の
地
位
を
三
十
年
間
に
わ
た
っ
て
独
占
し
続
け
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
私
見
と
し
て
は
、
良
基
の
行
動
を
も
っ
と
大
き
く
歴
史
の
中
に
位
置
付
け
た
い
。
つ
ま
り
、
皇
位
継
承
に
お
け
る
北
朝
の

絶
対
化
を
実
現
さ
せ
た
一
人
と
考
え
た
い
。

事
実
、
武
家
が
公
家
社
会
へ
強
力
に
介
入
し
、
実
権
を
掌
握
し
た
こ
と
に
よ
り
、
南
北
両
朝
の
対
立
は
、
二
つ
の
皇
統
の
争
い
と
い

う
鎌
倉
以
来
続
い
た
本
来
の
意
味
を
飛
び
越
え
、
幕
府
対
南
朝
勢
力
へ
と
変
化
し
、
そ
の
抵
抗
に
直
面
し
難
渋
し
て
い
る
の
は
幕
府
な

の
で
あ
る
。

3

明
徳
三
年
（
一
三
九
二
）
閏
十
月
二
日
、
南
北
両
朝
の
講
和
が
成
立
し
た
。

一
方
、
こ
の
年
の
三
月
、
細
川
頼
之
が
没
し
て
い
る
。
二
条
良
基
も
嘉
慶
二
年
（
一
三
八
八
）、
す
で
に
鬼
籍
に
入
っ
て
い
た
。
長

い
間
の
懸
案
で
あ
っ
た
南
北
両
朝
が
統
一
さ
れ
た
日
、
義
満
を
作
り
上
げ
た
二
人
の
指
導
者
は
世
を
去
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
義
満

に
と
っ
て
、
こ
の
対
立
は
父
祖
が
残
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
私
は
、
義
満
を
政
治
家
と
し
て
見
た
場
合
、
最
大
の
業
績
は
南
北
両
朝
の

合
一
に
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
講
和
の
結
果
は
（
義
満
が
ど
う
思
っ
て
い
た
か
は
別
と
し
て
）
南
朝
側
に
と
っ
て
は
「
怨
入
骨
髄
」

の
思
い
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
制
度
上
の
和
解
が
こ
こ
に
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

他
方
、
将
軍
義
満
の
こ
の
決
断
に
注
目
す
る
と
、
そ
こ
に
は
、
途
轍
も
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
投
入
さ
れ
歴
史
が
一
歩
前
進
し
た
こ
と

が
看
取
さ
れ
る
。
南
北
両
朝
の
和
議
は
、
武
家
の
主
導
に
よ
っ
て
実
現
し
終
焉
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
大
事
を
実
行
で
き
る
精
神
力
を

持
て
る
の
は
、
故
実
に
精
通
し
廷
臣
を
従
え
た
義
満
以
外
他
に
な
い
。
南
北
朝
の
動
乱
を
未
だ
忘
れ
て
は
い
な
い
当
時
の
社
会
状
況
の

中
で
、
皇
統
へ
の
介
入
も
辞
さ
な
い
義
満
の
自
信
は
良
基
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
も
の
と
思
う
。
そ
れ
故
に
、
南
北
朝
の
合
一
、
北
朝
絶
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対
化
の
実
現
を
生
み
出
し
た
精
神
的
原
動
力
に
な
っ
た
の
が
良
基
で
あ
っ
た
と
評
価
し
た
い
。

嘉
慶
二
年
（
一
三
八
八
）、
六
十
九
歳
で
前
関
白
良
基
が
薨
じ
た
年
、
義
満
は
三
十
一
歳
に
な
っ
て
い
た
。
満
済
（
十
一
歳
）
は
こ
の

頃
に
は
す
で
に
義
満
寵
童
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
（
幼
名
や
児
名
は
わ
か
っ
て
い
な
い
）。

満
済
は
良
基
亡
き
後
、
二
条
家
庶
流
出
身
の
有
能
な
児
僧
と
し
て
武
家
の
棟
梁
将
軍
に
伺
候
し
、
義
満
の
御
猶
子
に
選
ば
れ
た
。
こ

の
猶
子
抜
擢
は
、
ま
さ
し
く
義
満
の
意
志
を
継
ぐ
真
の
後
継
者
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
東
寺
に
残
る
応
永
十
三
年
（
一
四
〇
六
）
九
月

十
日
「
足
利
義
満
仏
舎
利
奉
請
状
」
に
よ
る
と
、
満
済
に
も
こ
の
日
、
二
粒
奉
請
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
若
き
日
の
二
人
を
知
る
好

資
料
と
な
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
将
軍
義
満
と
二
条
良
基
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
満
済
が
ど
の
よ
う
な
絆
で
権
力
に
結
び
つ
い
て
い
っ
た
の
か
を
考
え
て

み
た
。

註
１

新
田
英
治
「
黒
衣
の
宰
相

満
済
」（『
週
刊
朝
日
百
科
日
本
の
歴
史
』
十
四
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
六
年
）。

２
『
尊
卑
分
脈
』、『
公
卿
補
任
』、『
諸
家
傳
』、『
系
図
纂
要
』、『
宮
廷
公
家
系
図
集
覧
』
近
藤
敏
喬
編
、
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
九
年
。

３

年
中
行
事
歌
会
、
四
辻
善
成
邸
月
次
歌
会
等
「
二
条
良
基
年
譜
」（
木
藤
才
蔵
『
二
条
良
基
の
研
究
』
桜
楓
社
、
一
九
八
七
年
所
収
）

４
『
歴
史
地
名
辞
典
』
六
一
九
頁
、
平
凡
社
、
一
九
七
九
年
、『
京
都
の
大
路
小
路
』
三
頁
、
小
学
館
。

５
『
尊
卑
分
脈
』
一
―
九
六
頁
、
系
図
Ⅱ
今
小
路
参
照
。

６

註
（
５
）
同
書
、
二
―
二
八
〇
頁
。

７
『
続
群
』
四
下
、
五
三
五
頁
。

８
『
愚
管
記
』
永
和
四
年
十
月
四
日
条
、
後
年
満
済
が
義
満
推
挙
に
よ
り
同
院
門
跡
と
な
っ
た
事
実
を
思
う
と
、
賢
俊
僧
正
以
来
、
醍
醐
寺
三

宝
院
が
足
利
政
権
を
支
え
る
拠
点
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
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